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　「道場は厳しさを教える場」

　空手道を人間教育の手段として教えてきた「和道流空手道古賀道

場」は、33周年を迎えました。先代の古賀武夫先生のころよりその

教育方針、指導方針は変わらず現在も元気に頑張っております。

「古賀道場」は空手を教える道場ではありますが、決して「空手教

室」ではありません。ですから、空手を上手にしてあげることを目

的としておりません。「上手になりたければ、自分で努力しなさい」

と指導します。道場での稽古を通じて、厳しさや辛さ、嬉しさや達

成感を肥やしに「人」として大きく成長してくれればいいのです。

古賀道場では、空手が上手な人、強い人よりも、直向に努力をする、

自分の目標に向かってわき目もふらず邁進する、そんな子達を多く

育てたいと思います。今年も、古賀道場は「不親切な道場」として

厳しい指導を心がけてまいります。

第25回和道流空手道福岡大会にて

多国籍なお料理に舌鼓！！
2012年地球市民の会５大ニュース
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大野　博之

『人を幸せにする権利』

　

今
号
も
﹁
古
賀
武
夫
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト　

第
四
号

　

﹃
一
所
懸
命　

恩
返
し
﹄﹂︵
平
成
七
年
一
月
〜
平

成
十
一
年
六
月
︶
か
ら
、
古
賀
先
生
の
一
九
九
六
年

︵
平
成
八
年
︶
の
前
半
の
言
葉
を
辿
り
ま
す
。

　

こ
の
年
の
後
半
は
映
画
﹁
人
間
の
翼
﹂
の
上
映
が

全
国
に
広
が
り
、
様
々
な
反
響
は
良
く
も
悪
く
も

出
て
く
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
度
に
映
画
の
意
味

を
考
え
、
思
索
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。発
言
も
そ

れ
に
従
っ
た
も
の
が
増
え
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

﹁
家
族
﹂
が
頻
出
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

明
る
い
家
族
が
地
球
を
作
る

　

﹃
過
去
を
引
き
継
ぎ
、
現
在
を
担
い
、
未
来
を
預

か
っ
て
い
る
私
た
ち
は
、
太
陽
を
土
を
水
を
、
親
を

先
祖
を
敬
い
、
感
謝
の
心
を
持
っ
て
、
ま
ず
は
家
族

か
ら
、
そ
し
て
、
世
界
中
親
戚
で
な
い
人
は
い
な
い

の
で
す
か
ら
、
全
て
の
人
々
へ
の
利
他
の
心
を

も
っ
て
行
動
し
、
本
物
の
地
球
市
民
に
育
っ
て
い

き
ま
し
ょ
う
﹄

　

後
期
印
象
派
の
巨
匠
ポ
ー
ル
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の

作
品
に
﹃
我
々
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
、
我
々
は
何

か
、
我
々
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
﹄
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
が
抱
い
て
い
た
人
生
観
や
死
生
観
、

独
自
の
世
界
観
な
ど
が
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
る
彼

の
最
高
傑
作
と
呼
ば
れ
て
い
る
作
品
で
す
。
実
は
、

こ
の
作
品
の
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
、
古
賀
先
生
は

い
つ
も
こ
の
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
生
活
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。﹁
そ
れ

は
、
周
り
の
す
べ
て
の
も
の
か
ら
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
。
欲
を
離
れ
、
与
え
る
こ
と
を
考
え
、
人
の

こ
と
を
自
分
の
こ
と
以
上
に
考
え
、
今
日
も
生
か

さ
れ
て
い
る
有
り
難
さ
を
知
れ
ば
、
い
つ
で
も
頭

で
理
解
で
き
る
の
で
は
な
く
、
肚
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
﹂
と
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

﹁
本
物
の
地
球
市
民
﹂
と
は﹁
過
去
を
引
き
継
ぎ
、
現

在
を
担
い
、
未
来
を
預
か
っ
て
い
る
﹂責
任
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
基
本
が
家
族
な
の
だ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

い
い
家
族
に
な
り
ま
し
ょ
う

　

﹃
﹁
平
和
﹂
と
い
う
の
は
戦
争
が
な
い
と
い
う
だ

け
で
は
な
く
﹁
お
互
い
に
睦
み
合
う
﹂
状
態
で
あ
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。
睦
み
あ
い
、
感
謝
し
合
う
基
礎

は
、
や
は
り
、
過
去
、
現
在
、
未
来
を
通
じ
た
、
夫
婦
、

親
子
、
兄
弟
、
家
族
で
す
。仕
事
も
、
社
会
活
動
も
、

結
局
は
家
族
が
基
盤
で
あ
り
、
家
族
の
た
め
に

行
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹄

　

前
号
で
、
古
賀
先
生
が
特
攻
で
亡
く
な
っ
た
プ

ロ
野
球
選
手
で
戦
前
最
後
の
ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ

ン
ピ
ッ
チ
ャ
ー
・
石
丸
進
一
の
生
涯
を
描
い
た
映

画
﹁
人
間
の
翼
﹂
に
の
め
り
込
ん
で
い
っ
た
理
由
を

考
え
ま
し
た
。映
画
初
演
が
終
わ
っ
て
六
ヶ
月
、
古

賀
先
生
が
映
画
制
作
か
ら
上
映
の
活
動
の
期
間
を

経
た
時
期
で
の
発
言
の
な
か
に
、
古
賀
先
生
が﹁
家

族
﹂
を
強
く
語
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
の
背
景

は
、
映
画
の
主
人
公
、
石
丸
進
一
だ
け
が
特
攻
で
死

ん
だ
わ
け
で
は
な
く
、
六
九
五
二
名
の
方
が
特
攻

で
亡
く
な
り
、
ま
た
そ
れ
以
外
に
も
数
多
く
の
戦

争
で
亡
く
な
っ
た
方
々
が
い
て
、
そ
の
全
て
の
人

へ
の
鎮
魂
の
代
名
詞
と
し
て
石
丸
進
一
の
物
語
を

語
っ
て
い
る
と
い
う
思
い
に
あ
り
ま
し
た
。
古
賀

先
生
は
、
多
く
の
特
攻
で
亡
く
な
っ
た
方
を
調
べ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
死
に
ゆ
く
若
者
と

そ
の
家
族
と
の
ふ
れ
あ
い
に
大
き
く
感
動
し
、
涙

し
、
そ
し
て
家
族
の
尊
さ
を
よ
り
深
く
理
解
し
、
こ

こ
に
平
和
の
原
点
を
見
つ
け
た
の
で
し
た
。

　

特
攻
で
出
征
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
息
子
と
母

が
送
っ
た
和
歌
の
遣
り
取
り
で
す
。

︵
母
︶
現
し
世
の
短
き
縁
の
母
と
子
が　

今
宵
一

夜
を
語
り
明
か
し
ぬ

︵
子
︶
い
ざ
さ
ら
ば
、
我
が
御
国
の
山
桜　

母
の

身
元
に
帰
り
咲
か
な
む

︵
母
︶
散
る
花
の
潔
さ
を
愛
で
つ
つ
も　

母
の
心

は
悲
し
か
り
け
り

　

我
が
子
を
失
う
母
の
悲
し
み
の
深
さ
を
語
る
情

愛
の
交
流
に
古
賀
先
生
は
涙
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
石
丸
進
一
が
所
属
し
た
第
五
筑
波
隊

の
隊
長
・
西
田
中
尉
︵
享
年
二
十
二
歳
︶
の
お
母
さ

ん
の
お
話
で
す
。
西
田
中
尉
の
お
母
さ
ん
が
基
地

に
慰
問
に
訪
れ
た
の
は
西
田
中
尉
の
出
征
の
二
日

後
で
し
た
。
対
応
し
た
方
は
そ
の
こ
と
を
お
母
さ

ん
に
話
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
息
子
さ

ん
は
前
線
に
転
勤
し
た
と
嘘
を
言
い
、
基
地
内
を

案
内
し
ま
し
た
。
基
地
内
の
休
息
所
に
行
く
間
に

香
華
が
飾
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は﹁
西
田
高
光
中

尉
の
霊
﹂
と
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
を
見
た
対

応
者
が
慌
て
た
そ
の
と
き
、
同
行
し
て
い
た
兄
嫁

が
そ
っ
と
さ
さ
や
き
ま
し
た
。﹁
義
母
は
字
が
読
め

ま
せ
ん
﹂。そ
し
て
、
休
息
所
ま
で
案
内
し
、
な
ん
と

か
場
を
取
り
繕
っ
た
つ
も
り
だ
っ
た
対
応
者
に
、

西
田
中
尉
の
母
が
深
々
と
頭
を
下
げ
﹁
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
息
子
が
お
役
に
た
っ
た
と
分

か
っ
て
、
安
心
し
て
帰
り
ま
す
﹂と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。文
字
は
読
め
な
く
て
も
、
母
の
勘
で
全
て
を

悟
っ
た
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
対
応
者
が
従
軍
記

者
だ
っ
た
後
の
大
作
家
・
山
岡
荘
八
そ
の
人
で
し

た
。

　

母
を
悲
し
ま
せ
る
こ
と
が
戦
争
そ
の
も
の
で
あ

る
の
な
ら
ば
、
平
和
と
は
母
が
悲
し
ま
な
い
こ
と

な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。自
殺
で
、
交
通

事
故
で
、
犯
罪
で
、
子
ど
も
を
失
う
母
は
現
在
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。そ
し
て
、
そ
の
母
の
悲
し
み
を
思

う
と
、
古
賀
先
生
が
本
当
の
平
和
に
こ
だ
わ
っ
た

の
は
、
今
の
平
和
が
本
物
の
平
和
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
を
伝
え
る
た
め
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

人
間
の
翼
の
意
味

　

﹃
現
在
と
未
来
を
担
う
我
々
一
人
一
人
が
、
光
り

輝
い
て
い
き
い
き
と
生
き
る
こ
と
で
、
絶
対
平
和

と
真
の
繁
栄
の
実
現
を
誓
う
も
の
で
あ
る
﹄

　

こ
の
頃
の
古
賀
先
生
の
講
演
の
タ
イ
ト
ル
は

﹁
光
り
輝
い
て
生
き
る
﹂﹁
あ
な
た
は
今
、
本
当
に
生

き
て
い
ま
す
か
﹂﹁
生
き
通
す
特
権
と
責
任
﹂
と
い

う
も
の
で
し
た
。内
容
は
、
タ
イ
の
子
ど
も
の
話
か

ら
人
間
の
翼
の
話
に
渡
る
も
の
で
感
動
の
な
い
人

生
に
意
味
は
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
世
相
と
し
て
﹁
い
じ
め
﹂
に
よ
る
自
殺

が
問
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
特
攻
で
亡

く
な
っ
た
石
丸
の
無
念
﹁
ア
メ
リ
カ
さ
ん
と
は
鉛

の
玉
で
な
く
て
、
野
球
の
ボ
ー
ル
で
戦
い
た
か
っ

た
﹂
と
い
う
言
葉
を
引
き
出
し
、﹁
人
間
は
生
き
る

た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
、
死
ぬ
た
め
で
は
な
い
。だ

か
ら
、
あ
な
た
は
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

人
の
命
を
奪
っ
て
は
い
け
な
い
。﹂
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
込
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。こ
の
思
い
は
後
年
﹁
い
の
ち
の
ま
つ
り
﹂
の
絵

本
出
版
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

※
一
九
八
六
年
二
月
に
中
学
二
年
生
の
男
子
生

徒
の
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
事
件
︵
中
野
富
士
見
中

学
い
じ
め
自
殺
事
件
︶
が
起
こ
り
ま
し
た
。
俗
に

﹁
葬
式
ご
っ
こ
事
件
﹂
と
も
言
わ
れ
、
学
級
担
任
が

い
じ
め
に
加
担
す
る
な
ど
日
本
で
初
め
て
い
じ
め

自
殺
事
件
と
し
て
社
会
的
に
注
目
さ
れ
た
事
件
で

す
。こ
の
あ
と
、
全
国
で
十
代
に
よ
る
い
じ
め
を
原

因
と
す
る
自
殺
が
後
を
追
い
、
当
時
の
文
部
大
臣

が
緊
急
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら
二
十

七
年
経
っ
た
今
で
も
、
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
問
題

が
続
い
て
い
る
こ
と
に
こ
の
問
題
の
深
さ
と
、
社

会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
さ
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

︵
以
下
続
く
︶

一所懸命　恩返し   Vol.３
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和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語和顔愛語
　 会 長  佐 藤 昭 二

　明けましておめでとうございます。
皆様におかれましては良いお正月を迎えられた事とお
慶び申し上げます。

　しかし、ここ数年前より、日本を取りまく国際情勢
が著しい悪化を見せて居ります。また国内に於いても、
政治、経済、教育と益々国民不在の感が有ります。新
春に当たり、この点について考えたいと思います。

　昨年暮れに行われた衆議院の政権交代によっての今
後に期待するところ大であります。私はこれまで何度
も「全てのものに中心が有り、中心無きものは消滅す
る…」と申し上げて来ました。それは物質的ものであ
れ、精神的ものであれ同じす。政治の世界に於いて、
幸か不幸か政権与党として君臨してきた民主党が選挙
に於いて惨敗を期しました。民主党という、党員が共
有する文章化された党綱領を持たぬ政党であるという
事実において、中心が定まらぬ政党であるということ
をいみじくも示し、成るべくしてなったものと私は
思っています。

　ことに国際情勢に於いては、まさしく中心を定め、
腹を据えて事に当らねば取り返しのつかぬ事となりま
す。政治の世界に於いて、いや我々の世界に於いて、
常に中心は国家であると私は信じています。しかるに
数日前、民主党の元総理大臣が、わざわざ隣の中国に
赴き、「沖縄県の尖閣諸島は日中間の問題領土とすべ
きだ」と述べています。私は耳を疑い、そして疑問に
思いました。此の方の中心は何処に在るのだろうか？
と。

　政治家とは世界全体の平和を考えながらも、常に自
国民の幸せ＝国益を考えて行動するものと私は思って
いました。なぜなら、政治とは「まつりごと」、「間」
を釣り合わすことが仕事ですから、その基準としての
中心にあるものは自国民の幸せ＝国益であるべきだと
思っていたからです。自国民の幸せをかくも軽く考え
ているとは、このような政治家が日本の代表的立場と
して存在することに対し情けない限りです。

　しかし、この様な事態になった全ての原因は私達に

ある事を悟らねばなりません。まさに私達の「志」の
欠如がこの様な人を選び、この様な形になって現れて
来たのであると私は思います。私の云う「志」とは、
私達が自分の利益だけを考えるのではなく多くの人の
幸せために生きるという心の持ち方、つまり「地球市
民意識」のことです。したがって、この３年３ヵ月は
我々国民に中心が定まらなければ国をも危うくすると
いう大きな学びを与えてくれたと言えるのではないで
しょうか。中心の定まらない、すなわち政治家ならば、
自国民の幸せ＝国益を守り実現するという「志」の欠
如、私たち自身ならば、広く多くの命の幸せを実現す
るという「志」の欠如がそれであるということを目の
当たりにしたのです。戦後教育の中で「歴史」「宗教」「道
徳」が意図的に外され、その社会で育った私達が本当
の意味での「人間の幸せとは何か？」を考える時が来
たのだと言えます。

　いま世界に目を向けると、経済的に苦しんでいる国
は沢山あります。しかし、何処よりも最も危機的状況
にあるのは日本の様な気がしてなりません。我が国は
対外的には、最近若干怪しくなってきましたが、経済
大国として名を馳せていますが、一方、内部的には大
きな病魔に侵されています。国内に起こっている諸々
の犯罪、孤独死や自殺等などの事件を見れば誰でも判
断出来る事で有ろうと思います。他の人の幸せを願う
人ばかりだとこのような犯罪や事件は起こりません。
利己的な「空気」が社会を覆い、その社会の中で人の
気持ちも流され、様々な犯罪・事件の内容が利己的な
様相に変わってきています。

　起こった事件に対処することも大事ですが、事件の
奥にある闇の部分を私たちは理解しなければなりませ
ん。その原因の大きな要因の一つが正に教育の貧困が
もたらしたものであるということです。いま日本を覆
う「利己的空気」は従来型の詰め込み式の知識で解決
できるものではありません、個々人の心の中から湧き
上がる志と智恵が解決していくものです。戦後教育の
中で積み残したもの、つまり個人の幸せのみならず広
く「人間の幸せ」を実現するための教育、を取り戻す
べく一つひとつみんなで拾い集める初年度になったの
だと年頭に考えました。

新春に思う

認定NPO法人  地球市民の会

地球市民の会 会長エッセイ会長エッセイ会長エッセイ
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ミャンマー○×クイズ！！

　今日は建設中のパイェー村保育園建設をモニタリングしてきまし
た。建設は順調に進んでおり、会計もバッチリでした。

　この保育園のドナーは、「チームみんがらぁばぁ」です。岐阜の井
川さんを中心に、数え切れないくらいたくさんの人が協力してくれて
います。この「チームみんがらぁばぁ」の面白いところは、お金では
なくて物を集めている点です。
　「お金を寄付してください」と呼びかけるのではなく、「いらない物、
ちょ～だい！」と呼びかけます。古いTV、冷蔵庫、本、服…家にあ
る使っていないものを何でももらってきます。それを買い取ってくれる
業者に持っていって、お金にかえているそうです。
　井川さんは、物をくれる人からは「いらない物を持っていってくれ
てありがとう」、買取業者からは「持ってきてくれてありがとう」、そし
てパイェー村からは「保育園建設に協力してくれてありがとう」と言
われるので、とても嬉しいそうです。
　井川さんの仲間に、ミサキちゃんという女の子がいます。障がいが
あって、自分でいろいろ動いたりできないのですが、「自分の服がミャ
ンマーの子どもたちの役に立つなら」と、たくさんお古のお洋服を寄
付してくれました。パイェー村保育園が完成したら、「ミサキ保育園」
という名前をつけてもらうことになっています。たくさんの人の想いが
たくさん詰まった保育園です。

パイェー保育園建設 2012年12月21日

TPA　タウンジーより活動報告

　ミンガラーバー。いつもご支援やご応援、ありがとうございます。
　今回のネットワーク・テラでは、最近よくお褒めの声をいただく
Facebookページでのタウンジー活動報告を抜粋してお届けします。
　現地より直接アップしてもらっており、タイムリーに活動の様子がよ
く分かると好評です。
　本年も、皆様の応援に応えられるよう、頑張ってまいりますので、
見守っていただけると幸いです！
http://www.facebook.com/chikyushiminnokai

ごあいさつ 2012年12月27日

　今日はティンシューゴン村に行ってきました。ここは行くのが大変
な村です。車で２時間弱、そこからバイクで30分ほど悪路を進みます。
　この村で長崎の御厨さんという方が支援してくださり小学校建設を
しています。順調に進んでいて、骨組みがほとんど終わっていました。
会計もわかりやすく記録してありました。完成が楽しみです。

ティンシューゴンへ 2012年12月11日

　ピンダヤに行ってきました。今年、みどりの募金の助成を受けて植
林事業をやっているところです。今は育苗のための給水設備整備を実
施しており、水パイプの交換がどこまで進んだのか、見てきました。
　１回目にお金を渡した部分は全て終了していて、第二弾の分はパイ
プを注文中とのこと。地元のエンジニアの意見も聞いて、計画から変
更したところもあったので、その辺を確認してきました。また、12月
26日、27日に日本から専門家の先生が来るので、そのことについて
も打ち合わせをしました。

　ピンダヤでは、ウーチッセインというオジサンがリーダーとなって
頑張ってくれています。TPAだけでなく、たくさんのNGOやUN組織
と組んで地域開発をしています。彼は喫茶店経営とブロック販売で収
入があるので、地域のためにやっている仕事は、全て無給でやってい
る（むしろ持ち出しもある）、趣味である、とのこと！素晴らしいです。
リーダーが素晴らしいと、地域住民も彼を尊敬してついてきます。

ピンダヤ植林事業 2012年12月４日

　タンボジセンターでは、12/14にベトナム大臣が来る！ということ
で英語の自己紹介や、歌の練習をしました。準備が大変。もう～来
ないでくれ！という感じです(笑)

タンボジだより 2012年12月９日

ミャンマー○×クイズ！！



5

地球市民の会 ミャンマー事業ミャンマー事業ミャンマー事業ミャンマー事業

ミャンマー○×クイズミャンマー○×クイズ！！

　国際ボランティア貯金の助成を受けて実施しているナウンカセン
ターの｢農民の現金収入向上のための村落開発リーダー育成事業｣。
６月に研修を開始し、6ヶ月間の研修をしています。
　11月27日～ 30日の日程で、鹿児島大学の畜産専門家の先生に
講義をしていただきました。
　｢今まで根拠がわからず覚えていた知識の根拠がわかり、とてもた
めになった｣、｢ミャンマーに合った畜産の方法を教えてくれたので、自
分の村でもやってみようと思う｣、｢サイレージを実践してみたい｣など
など前向きな意見がたくさん出ました。
来ていただいた先生をはじめ、協力してくださった皆様、本当にあり
がとうございました。

写真は研修終了時に女子だけで仲良く撮りました♪

ナウンカ長期研修 2012年12月１日

　今日はフィールドコーディネーター（FC)のミーティングでした。
毎月月末にはスタッフミーティング（FCと各センター長、事務所スタッ
フ）を、中旬にFCミーティングを行っています。
　FCとは、村との連絡役のスタッフのこと。全部で４ヶ所、７名のスタッ
フがおり、各地域を担当してくれています。電話がつながらない村も
多いので、TPAからの連絡もバイクでビューンと伝えに行ってくれま
す。また、小規模銀行事業のモニタリングを行ったり、たくさんの村
で循環型農業研修を企画、実施してくれます。TPAがこれだけたくさ
んの事業を実施できるのも、FCがこまめにモニタリングしてくれるお
かげです。

　今日はミーティング後「テスト」をしました。彼らには研修講師と
して活躍してもらっていますが、講師としての能力を客観的に測る指
標が今までなかったので、「認定試験」を行うことにしました。循環
型農業の基本について筆記試験に答えてもらい、合格者にはTPA認
定講師の資格を授与します。「農学部卒」などの学歴がないのを気に
しているFCが多いのですが（TPAは学歴よりも実践を重視していま
す）、「認定講師」の資格をとることで、ちょっとでもハクをつけても
らえたらよいなぁ。
　テストを作成したのは新・事務所スタッフのドーインヌ。さすが元
先生。監修は、日本で農業を学んだTPAカリスマ講師ウーミョーミ
ン先生。1時間のはずが、ちょっと難しかったのか、1時間半ほどかかっ
ていました。採点結果が出るのが楽しみです。

FCミーティング 2012年10月17日

　タウンジー事務所駐在員の鈴木が１年に一度の一時帰国で日本に
帰ってきました。今回は東京１回佐賀２回報告会を行いました。
　以下、鈴木報告会にこれなかった方のために、ミャンマークイズ！
を特別にご紹介！
みなさん、何問正解できるでしょうか～？？

鈴木の一時帰国 2012年10月29日

あなたはミャンマー通？？ ミャンマー○×クイズミャンマー○×クイズ！！ミャンマー○×クイズ！！

さて、答え合わせは次のページで！あなたのミャンマーを知ってる度はいかほどか！

第１問
タウンジーで一軒家（土地つき）を買おうとすると、最低でも、1,500万円は必要である。

広さは、うちの事務所くらいです（って、来たことない人はわからないけど！）

1500万ksじゃなくて、1500万円です。さぁ、○か×か！
　

第２問
ヤンゴンは「2012年世界生計費調査都市ランキング」で上位50位以内に入っている。

ヒント：東京1位、ニューヨーク33位、パリ37位…

これは、世界の都市の物価高いランキングのことです。そのランキングでヤンゴンは何位でしょうか？ちなみに、東京が1位、大阪3位、

名古屋は9位です。さて、ヤンゴンは？
　

第３問
昨年発表された2012年ミスインターナショナル。ミャンマー代表は「ミス・エスニック2012」を受賞した。

ミスインターナショナル、2012年は日本が一位をとりましたね。佐賀の鳥栖出身の方でした！ 

実は、ミャンマーからも初めて代表が出ており、それだけでもすごいことなのですが、彼女は特別賞をもらったのです。その特別賞は「ミス・

エスニック」民族衣装が素晴らしかった人に贈られる賞だったか？

ちなみに、ミャンマー代表の彼女はパオ族です！
　　

第４問
ミャンマーの学校では、小学生から英語の授業が始まる。

※地球市民の会のフェイスブックページ（http://www.facebook.com/chikyushiminnokai/）のミャンマーの記事を再編集しました。
　他の情報も出していますので御覧下さい。
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ミャンマー事業を応援してくださっている会員さんの声ミャンマー事業を応援してくださっている会員さんの声ミャンマー事業を応援してくださっている会員さんの声
　11月、長年地球市民の会、またミャンマー事業をご支援してくださっている鶴田さん、森さん、坂井さん、ひなた村自然塾の藤崎先生と
一緒に支援先を訪問してきました！今回はその４名の方のミャンマーの支援先を訪れた感想をお届けします。

鶴田さん（2012年・ナウンカーナウンシン給水事業）

　7年前、ニャウンカム村に行った時、養豚小屋の下の方から小学校3年生くらいの子ども2人が頭にバケツを担ぎ登ってきていました。
大野さんの説明によると、この子ども達は、今日は水汲みで学校へは行けないとのことでした。今回、ハムシー寮の寮長・ウ・ケイマさん

から、給水事業のお礼があり、｢この水が来るのを100年待っていた｣とのことでした。
子ども達が水汲みはしなくて良くなり、寮の水も解決しました。私は、自分なりにわ
ずかながらでも、ミャンマーの人たちの役に立てていると思っております。

坂井さん（2010年、ガナインシェー小学校建設）

　学校を建てて２年、ようやくガナインシェー小学校の子ども達に会いにいくことができ感激しまし
た。こどもたちは本当に可愛く、別れのときは辛かったです。ガナインシェーの校長先生もいってい
たが、仏縁で導かれ、今回支援することができ、また校長やこどもに会うことができ、本当に感謝し
ています。
　今回の訪問の際、村の人と一緒に村を見て歩きましたが、村には電気がきていませんでした。で
も彼らは自然に感謝し自然とともに、ないならないなりに、足るを知り暮らしています。貧しいといわ
れるが、果たして日本人はどうでしょうか、彼等の暮らしに学ぶことが多くありました。

ミャンマーを訪れ、改めて地球市民の会の活動の素晴らしさを感じました。現地で頑張り、ツアーでもずっと案内や通訳をしてくれた柴田
さんに感謝したいと思います。

森さん　
　今回、2回目の訪緬となりますが、主な目的として用水事業の完成による給水施設
の視察でした。この事業は、ハムシー高校・寮およびナウンシン村への給水を目的
とした事業で、前回の訪緬の際に鶴田さんと共同で協力を約束したものです。
　ただ、ハムシー高校近くの配水タンクは未だ建設中でしたが、他の埋設管の工事
は全て完了しており、中でもナウンシン村に設置されている給水タンクには、満 と々
水が張っていて前回訪問の際（空っぽ）と比較して驚いたしだいです。
　亜香里さんの報告によると、用水管の埋設工事は各々部落人の奉仕作業によって
完成されたと伺いました。水の大切さが分かる皆様の誠意ある努力に感謝申し上げ
ます。

藤崎さん（2010～ 2012年ナーリー村保育園建設）

今、子どもたちの歌がクラスから園長室に聞こえてきます。
♪世界中の子ども達が　一度に笑ったら　　
　　　空も笑うだろう　海も笑うだろう…
　届けよう　僕らの夢を　届けよう　僕らの歌を
　　　咲かせよう　僕らの花を世界に虹をかけよう　♪
ナーリーの保育園へ　ひなた村の子どもたちの歌が届きますように…。

　園の入り口に虹のアーチとサッカーゴールを村の人たちと作りました。
そのアイデアは子どもたちが、３年間支援してきたナーリー保育園の開園式にと考えたアーチとゴールです。遠いミャンマーの地で形になっ
たことに感激でした。
　子ども達は未来そのものです。未来が輝き、世界中が笑顔になれますように祈ります。
チェーズーティンバーデー　ナーリー村

ミャンマー○×クイズ　答え
＜第１問＞○
ミャンマーでは土地の値段がどんどん上がっています！タウンジーでも1億ウン千万という金額の家もあるとか…

＜第２問＞○
これはひっかけです!まさか、50位以内はないでしょーって、思いますよね。ヤンゴンはなんと、35位！37位のパリよりも上！！
2010年　159位、2011年　70位、2012年　35位　ということで、めちゃくちゃ急上昇しています。ミラノ、ローマ、ウィーン、マドリード、バルセロナ、ミュンヘン、ドバイといっ
た有名都市よりも高いそうです。

＜第３問＞×
「ミス・エスニック」ではなく、「ミス・インターネット」をとりました！！
「ミス・インターネット」とは、どうやら、インターネット人気投票で１位をとった、ということらしいです。
つまり、ネットを使っているミャンマー人がいっぱいいて、めちゃくちゃクリックしまくった、ということですね。

＜第４問＞○
ミャンマーの学校制度は、５・４・２年の１１年制です。
小学校が０・１・２・３・４年生　　中学校が５・６・７・８年生　　高校が９・１０年生
小学校はなぜか０年生から始まるんですね。
それで、英語の授業はというと、小学校の０年生から始まるそうです。でも、英語話せる人、そんなに多くないような…。

左から4番目、鶴田さん　　右から４番目、森さん
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タイ通信　〜活動地訪問記〜
　2012年12月14日（金）～ 21日（金）。日本は寒さが深まるなか、冬だけど常夏のタイを訪問。年１回のお米の収穫が終わりゆったりとした時間が流れ
る村々で、里親さん2名、大学生4名、社会人１名の計７名の参加者たちとタイの方 と々の間に、温かい交流が生まれました。
　タイ地球市民奨学金事業を実施しているクーキャオ校（ウドンタニ県）とボーゲウ校（カラシン県）を訪問、里子たちとの出会い。そして、ボーゲウ校と同
じ区に位置するジョムシー小学校（カラシン県）で図書館つくりに取組みました。心と心が触れ合った１週間を皆さんにもお届けします。

図書館つくり＠ジョムシー小学校

クーキャオ校、ボーゲウ校で
里子たちに会ってきました！！

精米機プロジェクト
　　　＠ボーゲウ校 視察

奨学金を届けました

　ジョムシー小学校のサティアン校長の｢子ども
達が感性を育める、広く視野を持てるような図
書館をつくりたい｣から動き出したこの取組み。
小学校の子ども達、ジョムシーの村人、ツアー
参加者、タイ北部で移動図書館活動を行って
いるNGOシーカ・アジア財団の力が合わさり、
全校生徒20名の小さな小さな小学校で、夢の
つまった図書館が完成しました。

　ジョムシー村で
の外国との交流
は、はじめてのこ
と。写真を使って
日本の紹介、書道
体験、日本食つく
りなど、子ども達
と共に楽しんだ。

心に残ったこと
　ホームステイ、時には言 葉が通じず大変な時もありましたが、すべての体験が刺激的で楽しかったです。とても優し
く親切で、タイにも新しく自分の家が出来たように思えました。また会いに行きたいと思います。（佐賀大学　勝君）　
　毎朝、｢ふしゃ～｣と迎えに来てくれた子どもたち。手を引っ張る子ども達のキラキラした笑顔がとても可愛いくて、とて
も嬉しかったです!!（佐賀大学　ふささん）　
　みんなで力を合わせて作った図書館。私達大人の一方的な思いだけでなく、子ども達も図書館に特別な思いを持っ
てくれたとわかり、大きな感動を覚えました。これから子ども達がたくさんの本に出会えることを祈っています。
（NGO職員　直美さん）

　今回の図書館
つくりの活 動
は、佐賀在住の
奈良崎さまから
のご寄付及び、
チャリティー

ショップ｢ばーん・たわん｣への皆様へのご協力によ
り叶いました。本当にありがとうございました。

　今回、日本から
絵本を数冊持って
いきました。日本
在住のタイ人のヌイ
さんとナッティさん
に協力して頂き、
参加者と共に翻訳
つけも実施。

　｢絵本コーナー｣｢一般書籍
コーナー｣｢芸術コーナー（お
絵かきや漫画など）｣｢アジア
コーナー｣等を設置。みんなで
本棚をえんやこら運び、想い
想い本を並べていき…完成!!

　図書館が完成した
日、子ども達は一冊
ずつ絵本が貸し出さ
れることに。絵本を
持って並ぶ姿は、喜
びが溢れていた。当
番で図書委員を担当
し、貸し借りを管理し
ていく。

　図書館を大切にしていきたいと
の想いをこめて｢最愛な図書館｣
と命名。初めてしてもらう読み聞
かせに、子ども達は釘付け。お
話の世界を楽しみました☆
 ツアー参加者で、｢おおきなかぶ｣
を披露。最後、かぶは子ども達
と一緒に抜きました☆

　｢どんな図書館にした
い？｣とアイディア出し中。｢
綺麗で明るい図書館にし
たい｣｢お日様の下でも本
を読めるようにしたい｣｢お
絵かきやゆったりできる空
間も欲しい｣等の声。

　想いをひとつに図書館つ
くりに取組むため、まずは
ゲームでスキンシップ。忍
者ゲームや鬼ごっこ、フルー
ツバスケット等、参加者も
子ども時代に返って大は
しゃぎ。（大人気なく、子ど
も相手に本気…!?）

　３日間、子ども達の
家にホームステイ。子
ども達は、お兄さんや
お姉さんができて大は
しゃぎ。夜明けから日
が沈むまで、たっぷり
と自然のなかで遊びま
した。

　｢人や絵本との出会
いで感じたわくわくをい
つまでも…｣という想い
で壁画プログラムを実
施。食堂の壁に大きく
タイと日本をつなぐ絵
を描きました☆

　里親の皆さんからご支援いただいておりま
す中高生たちに会って参りました。数名、他
の地域へ転校した学生の報告がありました
が、元気に学校生活を送っていました。1年
ぶりの再会で、顔立ちが一回りお兄さんお姉
さんになっていました☆

　今年４月から開始した｢精米機を活用し
て奨学金を支給しよう｣というプロジェク
ト。校内で栽培したお米や購入したお米を
精米し、ボーゲウ校の特産品として販売を
開始していました。生徒たちが当番をも
ち、学ぶ場にもなっています。しかし、精
米したお米の販路や取組みのPRがまだ不
十分で、奨学金を出せるまで軌道にのって
いませんが、協力して頑張っています。
　学校でいただきましたが、もっちりして
とても美味しかったです☆

日本語クラスが開設されている
クーキャオ校では、文化交流しました♪

　本年度分の奨学金を届けさせて頂きました。一人ひ
とりが学べることに感謝しながら、日々の生活を送って
いくことと思います。
2013年も皆さまからの温かい応援をよろしくお願い致
します。　

子ども達もわくわく
想像しながら、話合い中。

折り紙や植物で飾られ、心が和む空間に。

２つの国の国旗が
虹でつながれた。
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佐賀と
上海を結ぶ

LCC（格安航空）を活用した地域円卓会議の報告LCC（格安航空）を活用した地域円卓会議の報告LCC（格安航空）を活用した地域円卓会議の報告LCC（格安航空）を活用した地域円卓会議の報告LCC（格安航空）を活用した地域円卓会議の報告

日程：
１　10月４日（木）参加者：33名
２　10月24日（水）参加者：20名
３　11月19日（月）参加者：17名
４　12月20日（木）参加者：22名

場所：アイスクエアビル

　皆さま、佐賀と上海を最安片道3,000円で行き来できる航空会社があることをご存知でしょうか？
　昨年の１月に中国の春秋航空が佐賀空港に発着しました。就航からも、なかなか佐賀への経済効果に繋がっていないのが現状
です。また、日中関係の影響で搭乗率も下がる一方です。そこで、この機会に佐賀市と共同提案を県へ行い佐賀市の地域振興に
ついて佐賀の企業の方や行政、市民活動団体、大学関係者の人々が話し合う地域円卓会議を県主催で実施しました。

全４回行われました。

こんなことしました！　
　毎回、様 な々方 と々一緒にワークショップを行いました。
１回目は、中国人が佐賀県に来ることでもたらされる理想的な佐賀
の様子を話し合いました。
２回目は、その理想的な街の様子が実施できない問題は何か？何が
邪魔しているのか？を話し合いました。
３回目は、具体的なプランをたてました。
４回目は、実施可能なプランを3つ作りました。　
１　佐賀でのパッケージツアー
2　小龍包を佐賀に根付かせる
３　SMSやHPを使っての情報発信　
　今後は、出来上がったものを実際にどのように実施していくのかが課題になってきます。この事業をとおして
たくさんの方 と々つながることができました。この事業だけの関係だけで終わらせるのではなく、今後も継続的
に繋がっていきたいと思っています。

参加者A氏（企業の方）
　こんなに楽しい会は初めてでした。ゼロから何かを作り上げていく過程を学び
ました。難しく考えていくのではなく、みんなで知恵を絞り、楽しく作り上げていく

方法を学びました。出来上がったプランは是非とも
みんなで実現したいです。企業人としてというよりも、
個人的にも佐賀を盛り上げていくためにこれからも関
わっていきたいと思っています。
　また、今後ともいろいろと参加したいと思ってます
ので、よろしくお願いします。

参加者の感想

NHKで
放送されました！

最終的に
　できたのが
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多国籍なお料理に舌鼓！！
外国のめったに聞けない楽しいお話にワクワク！
　途上国の子どものため、私たち日本人の気づきのために、地球市民の会を支えていただいている会員の皆様に、日ごろのありが
とう、をお伝えする「会員の集い・大感謝祭」を平成24年12月９日日曜日に開催しました。
　70名の会員さん、ボランティア、関係者があつまり楽しく過ごしました。差し入れもたくさん頂きみんな「ニコニコ」な一日に
なりました。
　当日の一番人気は「珍しい味だ、おいしい」と評判だったのはミャンマーの麺でした。ミャンマーから直接
この日のために買ってきた麺にヘルシーなにんにくオイルと東南アジア調味料で味付け。癖になる味でした。
中国・火鍋（フゥォグォ）や本場スリランカ・カレー、タイ留学生が作ったタイ・グリーンカレーも、甲乙
付けがたい、と皆さん舌鼓でした。

好評につき、また、開催します！お楽しみに〜

第１位　ミャンマー南シャン州で建設した農業用の灌漑堰

　なんといっても民主化で昨年の世界10大ニュースの６位（朝日新聞）だったミャンマー。今回建設した農業用の灌漑堰は少数民族の支援事業と
して評価され、外務省の重要事項と合致し、また何よりも、ミャンマー辺境の小さな村の家族の笑顔を作り出すことが出来たという地球市民の会ら
しい事業だったことからの第一位です。

第２位　スリランカの女子高生を招聘

　佐賀北高校との交流などをしました。佐賀北高の学校関係者と生徒の皆様の協力のおかげです。また、佐賀市のNPO支援事業のチカラットの対
象事業で、多くの佐賀市民のご支援をいただいたり、今回は事務局外にボランティアによる招聘委員会を立ち上げ、ボランタリーな取り組みで関係
者の皆様に感動を共有することが拡がったことなど、地球市民の会の原点のような事業でした。

第３位　東日本大震災　復興酒・絆伝心

　東日本大震災支援事業としての酒造りプロジェクト。風評被害で困っていた宮城県登米市の酒米農家の米を買い取り、佐賀の酒蔵「天吹酒造」
さんで復興支援の寄付つき商品として仕上げていただきました。米の輸送を運送会社「㈱トワード」さんの無償配送、酒瓶のラベルの手漉き和紙
を提供いただいた「名尾和紙」さん、和紙への特殊印刷を原価で行ってくれた「音成印刷」さん、そして、酒を醸す作業に関わったボランティア、買っ
て飲んでいただけた皆様、全員の成果でした。責任者は地球市民の会の理事西村一守さんでした。

第４位　富士町での子どもキャンプ

　子どもの自然体験を目的とするキャン
プではなく、少子老齢化の中山間地の経
済的にもまた地域的にも活性化させるた
めに、子どもキャンプを実施するという社
会実験が実施され、評価が高く、来年
以降も実施することが決まりました。

番外　えびすFMでレギュラー放送

　地球市民の会が内容をアレンジするレギュ
ラー番組が佐賀のコミュニティFMである『え
びすFM』で６月から開始されました。地球
共感バラエティ「世界まるごと行たてみらん!?
」毎週水曜日１９時より。地球市民の会の
フェイスブックページより番組が聴けます。

第５位　来年度、上海の日本語を学ぶ
　　　　大学生招聘事業の準備

　尖閣の問題や日本人の中に中国人嫌いが表面化
したなか、「それぞれの言い分はさておき、取りあえ
ず仲良くせんば…」という地球市民の会らしい立場
と、格安航空会社（LCC）の上海便がお膝元の佐
賀空港に来たという物理的機会を活用し、来年度
の事業のニーズ調査や実現性の吟味をしたところ、
来年度の実施が決定されました。
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戸田

昨年の話せないけど、話したいニュース昨年の話せないけど、話したいニュース昨年の話せないけど、話したいニュース

出来事

　あけましておめでとうございます！昨年2012年も地球市民の会はいろんな事業の中で感動したり、びっくりしたり、困ったり、失
敗したり、笑ったり、初めてしたり、とさまざまなことがありました。会員さんがあまりご存知でない、事務局の内輪話を懺悔や暴露
でお伝えします！

事務局員の事務局員の事務局員の

江口

　ラオスに地球市民の会の事業の立ち上げの調査に行ってきました。特にラオスで最も遅れて

いるといわれている南部の三つの県に行ってきました。アセアンのお荷物といわれているミャ

ンマーとラオス。ミャンマーよりも進んでいるといわれているラオスですが、私が行った村には

村中トイレがありませんでした。みんな森の中で穴を掘って済ましています。「さすがは森の民」

と簡単に考えていたら、ガイドのラオスの方がショックを受けていました。「わが国に、こんな生

活をしている人がまだいただなんて！」ガイドのショックに私がショックを受けました。尺度は

常に現地に合わせなければならないのが、ついつい自分の中の尺度で考えていて感性が鈍って

しまっていました…。まだまだ、甘すぎる！

〜国際協力の基本を忘れるな〜

大野

〜チャーミングな勘違い〜
　2012年、夏。出会い・喜び・感動が溢れたスリランカ高校

生招聘プログラム。多くの方々にご参加・ご協力頂き、素敵

なプログラムを一緒に作ることができました★

　高校生たち一人ひとりがとても愛らしかったのですが

…ひと際チャーミングだったのは引率で来られたチャン

ディマ先生。

　佐賀市長表敬をさせて頂いた時、事件が起こりました

…。どこにいるのか、どなたと会っているのか、正しく察知

できていなかった先生。｢贈り物です｣と綺麗な象の置物を

市長へ渡す先生の姿を見て、高校生たちが困惑。市役所を

出た後、シンハラ語で生徒と先生が何やらもめている様子

…実は、遠〜くスリランカから大切に持ってきた象の置物

は地球市民の会に渡す予定だったと。先生は、｢市役所｣を

｢地球市民の会｣の事務所と勘違いしていたらしい…大き

く立派な事務所だこと笑。

　市役所にある象の置物には、そんな笑い話が隠されてい

るのでした。チャンディマ先生、お話してごめんなさい…。

　2012年11月、支援してくださった会員さんの

ミャンマー視察ツアーが２つありました。私もお供

させていただきましたが、２つのツアーの間が３日

空いてました。その間、私はTPAタウンジー事務所

に宿泊することになったんですが…私が宿泊予定

だった部屋で、チューチューとネズミの声が！！恐

ろしくなった私は、一人じゃ寝れない！と、事務所

に暮らすあかりちゃんのベッドに一緒に寝せても

らうことに。次の日も、また次の日も。結局３泊とも

アラサー女子二人、一つのベッドで仲良く寝たので

した。あかりちゃん、ありがとう♪

　2012年の事業の中の「LCCを活用した地域円卓会議」での参加

者からのコメント。その参加者は佐賀の企業人として会社のため

に働いていらっしゃいます。少しでも多くの利益を生むように、

少しでも会社が潤うようにと日々考えて動いていたそうです。そ

の中で、知り合いに誘われて地域円卓会議に参加されました。最

初は、あまりノリ気でなく、付き合いもあっての参加でした。しか

し、回を重ねていくごとにその方の体内では少しづつ化学変化が

置き始めたそうです。今まで自分の知らなかった世界を知り、

もっと利益追求とは違うものを知りたい！という考えになった

そうです。そしてその事業を運営している地球市民の会ってどう

いう団体だ？と気になり、12月に行

われました、「会員の集い」に参加して

くださいました。実は、当日は大事な

会議があったようですが、抜けれそう

だと思い、午前中で切り上げて来てい

ただきました。今回の事業のおかげで

今までの自分の世界の狭さを知った

よ！ありがとう！という言葉に、かな

りうるうるし、大感動した出来事でし

た。

〜タウンジー事務所での…〜

〜化学変化したもの〜

岩永

藤瀬

〜初体験！〜

感動しました

　今年は私の初体験！『会員の集い』が開

催されました。お名前だけ知ってる会員の

皆様にお会いすることが出来て感激でし

た。いろいろ準備をする中での暴露話は、

じゃんけんゲームに使った5円玉、新貨が

手に入らず1枚1枚酢につけ磨いたもので

した。それからどんぶりも手配してたのに届かず、開始少し前にな

いことに気付いた理事さんが大慌てで買いに走って下さいました。

あっという間の楽しい１日でした。来て下さった会員の皆様、お手

伝い下さった皆様、ありがとうございました！　（追記：これは怒ら

れるかもしれませんが、ここだけの話！大野事務局長はメタボ注意

を検診で受けたそうです！どうぞ皆様、甘い誘惑をお願いします。）
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※2012年10月～2013年１月24日まで

　※順不同で掲載させていただいております。
　※大変失礼ですが、敬称は省略させていただいております。いつも本当にありがとうございます!!

土井　敏弘
山口　久臣
井口　潔
近田　真知子
深川　千幹
中村　清美
岩永　清邦
江口　恵美
藤瀬　伸恵
戸田　玲子
土井　美智子
相川　満雄
本村　満江
牧瀬　弓子
古川　昌宏
野口　翔平
徳光　清孝
堤　加奈子
北原　壽豊
野田　誠
久保　正敏
八田　康博
坂井　善徳
古賀　洋子
古賀　慈猛
古賀　友大
宮地　普工
夏秋　葉子
七田　秀徳
瀬戸　法子
瀬戸　晶子
瀬戸　幸子
山口　晃
山下　伸二
久恒　力也
森高　康行
岡本　勇一
鍋島　巧磨
小野　悦子
岩本　かおる
中本　正一
馬郡　有子
佐藤　昭二
木原　奉文
井上　常憲
植田　和美
木村　新次
小松　敏正
原　陽子

古賀　久志

山崎　弥生

小林　敏孝

㈱佐賀銀行総務部

福井　丈一郎
南里　健
南里　葉子

四社会
　　㈱佐賀銀行
　　㈱サガテレビ
　　祐徳自動車㈱
　　㈱電算センター
吉田　英雄
夢学＆フレンズ
山下　雄司
ベジボーイ

㈱佐賀銀行
西田　晶代
北高通信制
満岡内科消化器科医院
磯部　芳子
鍋島幼稚園
平松清風大学
吉井　英雄
石塚　雅子
佐賀大財郵便局
満岡　信子
㈶佐賀県国際交流協会
中島　康子
古賀　智津子
平野
佐賀駅前郵便局
つつみクリニック
瑞木産業

福田　達裕
宮島　町子
中島　俊子
力久　修
浦郷　めぐみ
岡　大雅
野内　直穂美
安川　義巳

北村　直樹
真子　ハマ代
阿部　功
浦川　イツ子
冨野　ともえ
西山　峰次
春木　伸哉
小林　敏孝
秋葉　幸伸
安永　孝子
前田　英彦
南里　玲子
瑞木　一博
保利　耕輔
細貝　睦子
吉田　英雄　
高祖　しづの
中島　康子
松尾　大輔
藤原　克子
川添　恵子
中村　志津香
松林　久美子
上地　章夫
柳原　忠行
里中　長治
青柳　光美
八谷　まち子
横山　眞爲子
土井　眞信
川松　広栄
的野　生子
芦刈　由美子
円城寺　久好
植田　京子
北原　壽豊
熊本　由美子
野本　正彦
宮嶋　寛治
森永　勝馬
矢新　教子
眞崎　綾子
福田　祐子
横尾　知美
小園　拓馬
山下　定美
土井　敏行
藤木　修
丸山　文章

唐澤　利夫
平湯　慎介

佐久間　博
有澤　正典
宮地　大治
稲田　繁生
栗田　明
薩摩　和男
三遊亭歌之介
田中　進
真島　トシヱ
永倉　理一郎
馬場　憲治
田島　広一
長澤　京子
ニューポン新古賀
栗林　正則
山下　雄司　
中島　法道
石井　訓志
増田　誠司
北島　恭一
小松　敏正
小山　高生
深川　千幹
西野　伸一郎

林口　多江子
青柳　光美
内山　治郎
大野　博之
加藤　由紀子
西山　峰次
祓川　清美
円城寺　久好
松林　久美子
前田　綾子
的野　直喜
田久保　克明
納江　幸利
馬場　龍之介
佐々木　佳寿子

山下　雄司
安永　孝子
田中　律子
中村　圭一
吉田　純子
古賀　由紀子
井上　弘子
内山　治郎
江口　恵美
小松　智子

榎田　奈保子
大野　圭子
岡　大雅
川崎　朋子
千々和　美香
西山　峰次
榎田　智津子
平野　京子
真子　ハマヨ
南里　玲子
福田　達裕
愛野　良治
円城寺　久好
亀井　一恵
佐藤　弘子
倉富　博美
中村　眞美
的野　直喜
納江　幸利
武藤　鼓
眞崎　健次郎
池田　サチ子
田嵜　正義
大塚　寿美雄
貝通丸　直子
吉井　学
平川　恵里
平嶋　トキ子
杉光　省吾
白井　憲一
松林　久美子
原田　典子

松林　久美子
戸田　玲子
安永　孝子
矢新　教子
西山　峰次

田中　俊郎
山口　勝矢
戸田　玲子
西山　峰次
愛野　良治
亀井　一恵
江口　はる美
前田　勝美
納江　幸利
福井　丈一郎

林口　多江子
宮島　町子

㈳環境パートナーシップ

佐賀富士ベンディング㈱
ジャパン福岡ペプシコーラ
コカコーラウエスト
西山　峰次

三瀬　恵美子
野口　正子
ひなた村保育園
十二日会　野田
㈱ミズ
佐賀大学
㈱トータルハウジング
林　陽子
鈴木　実穂
横森　健治
筝友会
アトム動物病院

佐賀大学
㈱トータルハウジング
林　陽子
鈴木　実穂
横森　健治
筝友会
アトム動物病院

県立病院好生館
草場　一寿
（映画うたごころ）
笑いで元気を！落語会
プロジェクト
特非)国際NGOセンター

藤瀬　伸恵
吉村　薫
浜口　静也
渡辺　ますえ
今林　勲
損保ジャパン佐賀コールセンター
河村　嘉

正 会 員

シショダヤ

クーキャオ高校

特別賛助寄附会員

年末ホームページ支援寄附

クーキャオ中学校

団体賛助寄附会員

賛助寄附会員

歳末事務局強化支援寄附

ボーゲウ校

タイ教育基金

ミャンマー寄附

購 読 会 員

寄 附 金

書き損じハガキ・古切手

ミャンマータンボジサポーター

ミャンマー教育基金

カンカウン準中学校建設寄附

支援金寄附

ばーん・たわん
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夢の学校　教育シリーズ⑧

「世界に通用する子どもを育てるために」「世界に通用する子どもを育てるために」
～佐賀から真の国際人を佐賀から真の国際人を～

期日：平成24年12月１日（土）
講演・シンポジウム中嶋嶺雄（公立大学法人国際教養大学学長）
シンポジウム　　　古川　康（佐賀県知事）
　　　　　　　　  岩橋弘典（佐賀大学大学院生）
　　　　　　　　 副島安香音（佐賀西高）
　　　　　　　　  阿部彗菜（城北中）
コーディネーター　富吉賢太郎（佐賀新聞社編集局長）　　　　　　　　　　

　今回は、英語のコミュニケーション能力を持ち、幅広く深い教養と判断力を身につけた
人材の育成が大学の使命と考えておられる、公立大学法人国際教養大学学長中嶋嶺雄氏
をお迎えし、講演をしていただきました。また、佐賀県知事や学生たちにも登壇いただき、これからの日本の教養のあり方を問いながら「真
の国際人とは」をテーマにディスカッションをしました。

●国際人とは、言葉・文化等 ト々ラブルを乗り越える力を持っている人と聞いて、別の
面から国際化を考えることができた。

●各学生パネリストがグローバル化に対してとても熱い思いを持っており、身近なことを
例にしたりして話され共感を持てた。

●中・高・大学生の本気の気持ちが出ており、またこういう場に進んで出てくることが
グローバルの始まりだなと感じた。
●国際化・グローバル化という言葉が前面に出ていますが、真の国際人＝真の日本人
（まずは）であることが基本だと思います。

成長するために大切にしたい、二つのこと

ひとり、ひとりの中にある夢の学校 「夢の学校をつくる会」から「夢の学校」へ「夢の学校をつくる会」から「夢の学校」へ「夢の学校をつくる会」から「夢の学校」へ「夢の学校をつくる会」から「夢の学校」へ「夢の学校をつくる会」から「夢の学校」へ

謹賀新年　今年もよろしくお願いします。　

特定非営利活動法人夢の学校をつくる会は平成24年10月23日付けで「特定非営利活動法人夢の学校」と名称を変更しました。
夢の学校準備委員会から８年。学校設立を目指し活動を続けてきました。
地球が教室、毎日が“いのちのまつり”！をモットーに
週末プログラム「土ようタマテ箱」が始まり、宿泊型自然体験・国際交流プログラム
「夏タマテ箱」、放課後プログラム「月～金タマテ箱」（後に「夢の学校タマテ箱」）
また、大人プログラムとして教育の原点を探り、考え行動するきっかけをつくる「教育シリーズ」を展開してきました。
形は変わってきましたが、五本の柱（日本、地球市民、武道・芸術、自然、語学）を軸に人間力を育む活動をつづけています。
当初の目的である学校設立がままならず、時には私たち自身が人間力を試されているのではないかと思い、歩みを止めようかと思
ったこともありましたが、子どもと共に人間性、国際性豊かな人材を育む場所が「夢の学校」だと信じて心新たに歩んでいきます。
これからもよろしくお願いいたします。

これからもさまざまな角度から教育のあり方の原点を探り、考え、行動するための
講演会をおこないながら、「夢の学校」の活動を広げていきたいと思います。

（参加者の感想）
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夢の学校をつくる会　10～12月のご協賛者

夢の学校＆フレンズ様

「世界に通用する子どもを育てるために」
～佐賀から真の国際人を～

「私の考える教育とは？」⑮

成長するために大切にしたい、二つのこと成長するために大切にしたい、二つのこと
ボランティアアシスタント　　佃　　麻美

　私は家族に感謝していることがある。それは幼い頃、さまざまな“経験”をさせてくれたことだ。キャンプや山登り、県や町が募集する青
少年交流事業に参加する機会、様々な劇を観劇する機会、そしてたくさんの絵本を読む機会などを与えてくれた。そしてワクワク・ドキド
キ・ハラハラを、そこで出会った友達と一緒に、五感で思い切り体感した。
私はまず、この“たくさんの経験をすること”が教育の一つだと思っている。様々な経験は、思い出を与えてくれるだけではなく、成長する
過程となったり、そこから何か考えたり感じたりする機会を与えてくれるからだ。
このたくさんの“経験”が今の私の基盤となっていると感じている。私は幼い頃の様々な自然体験があったからこそ、人と自然が共生する自
然の大切さに気付き、世界が直面する食と農の問題に関心を持ち、青年海外協力隊に参加するなど国際協力の道と出会うことが出来た。
　また、子どもの頃から同学年だけでなく、“様々な年齢の人と関わる機会を持つこと”も教育の一つだと強く思っている。この重要さに気
付いたのは、青年海外協力隊員として村びとたちと共に生活・活動をしていた時である。私が活動していた村では、一世帯あたりの子ど
もの数が多いため、兄弟姉妹がよく面倒を見ていた。さらに子どもたちが、近所の赤ちゃんの面倒をみたり、年配者の周りに集まり話を
している様子をよく見かけた。だからこそか、子どもたちは皆、思いやりが深かった。様々な年齢の人と関わる中で思いやりの心を育み、
年配者との話から礼儀や知恵を学び、子どもたち自身の行動として現れていたのだろうと思う。
　今の時代だからこそ、幼い頃から“たくさんの経験”をし、“様々な年齢の人と関わる機会”を積んでゆくことが、自分を形成する上でとて
も大切なことではないかと感じる。私も、これからもずっと、この二つを積み重ね、より成長してゆきたいと思う。

「夢の学校への思い」 ⑮

ひとり、ひとりの中にある夢の学校ひとり、ひとりの中にある夢の学校

吉村　直記
　私は、古賀先生より4歳の頃から英語を、5歳の頃から空手を学んでいる筋金入りの道場っ子です。「学校を創る！」と古賀先生が言
いだしたのは、いつのことだか定かではありませんが、先生が最後に掲げた大きな「夢」だったと認識しています。
　人の育成に命を捧げた古賀先生は、数多くの種を日本中、世界中にまいてくれました。次に、その種に水をやり、花を咲かせるのは
古賀先生に関わった私たちの使命であると考えています。
小・中・高一貫の「学校」を創ることを目標にしていた先生ですが、未だに私たちは学校設立という目標は達成しておりません。しかし、
今日になって想うのは、「夢の学校」という場所は、決して一つの場所や形に限らないのではないか、と思うのです。
　私は、「夢の学校」は古賀先生に関わる全ての人の心に存在するではないかと考えています。それぞれの人の心にある古賀先生がま
いた種が、それぞれの分野で芽を出してきている。それが、まさに「夢の学校」の誕生であると考えるのです。
　私は、現在、保育園の運営に関わり、幼児教育に携わっております。その職についてご縁も古賀先生なしでは、存在しなかった縁だ
と考えています。
　そのご縁は、古賀先生に「直記、お前は幼児教育部門を頼む」と言われているような気がしてならないのです。
　例え、法人や形は違おうとも、古賀先生の想いを次世代の子どもたちに伝えている場所である以上、「夢の学校」という存在に値す
るのではないかと私は思うのです。
　古賀道場を巣立った生徒たちの共通点として、「大きな志を持ち、人の役に立つことを喜びに考えている」ということだと思います。休
暇で道場に集合すれば、古賀道場ＯＧ・ＯＢたちそれぞれ、仕事に対する誇りや愛着、大きな志が見て取れます。
その古賀先生の弟子たちが、それぞれの場所で、それぞれの形で、「夢の学校」の一部として存在しているのではないでしょうか。
　現在、「夢の学校」として主体的に活動をしているのは、「夢の学校タマテ箱」であります。そこには現場職員の多大なる尽力により、
古賀先生が思い描いていた「『人間力』（感動、安らぎ、志、思いやり）を育み、世界に貢献できる人」という理念の元、素晴らしい
子どもたちの育成に貢献していると自負しております。
　古賀先生の言葉をかりると「金以外のすべてはある！」という状態が現状です。
「夢の学校」のさらなる発展、さらにより良い環境を子どもたちのために創造していけるよう、物心両面に於いて、皆さまの一層のご協
力を切にお願いする次第です。

理事

「夢の学校をつくる会」から「夢の学校」へ「夢の学校をつくる会」から「夢の学校」へ
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2012年古賀道場の活躍！！
2012年の古賀道場の生徒たちの活躍を振り返ります。公式戦の個人の成績や、

昨年の昇段審査に合格し晴れて有段者となった人達を紹介します。

第36回佐賀県空手道選手権大会

草場　宣宏　
　　一般組手の部 ３位入賞　
松尾　昌大
　　高校生組手の部　優勝

４月８日（日）開催

第48回和道流空手道連盟全国大会

光安　貫泰（小2）
　　個人組手　3位　
音成　龍二（小6）
　　個人組手　3位　
杠　蓮（小6）
　　個人形　　8位

９月22日（土）・23日（日）

中学生空手道新人戦大会

大野　可和世（1年）
　　個人形　3位
　
古賀　愛望（1年）
　　個人組手　3位

11月3日（日）

中体連空手道競技大会

梶山　大地（中3）
　　個人組手　優勝

７月１日（日）

第24回佐賀県少年空手道大会

今泉　克成（小1）　　形　優勝
百武　裕星（小1）　　形　2位　　組手　3位
原　　龍翔（小1）　　形　3位
川﨑　雄斗（小1）　　形　3位　　組手　3位
光安　貫泰（小2）　　組手　3位
藤原菜々子（小3）　　形　3位　　組手　優勝
長瀬　　菫（小3）　　組手　2位
杉田こころ（小3）　　形　2位
山野由香子（小5）　　形　3位

５月13日（日）

第15回高校生空手道
新人戦大会

松尾　昌大（2年）　　個人組手　優勝
９月30日（日）

和道流空手道昇段審査合格者

昨年の和道流昇段審査会には5名が挑戦し、
見事5名とも合格する事が出来ました。
2012年、古賀道場に５名の新しい黒帯が誕生しました。

塚本　みな子　　　一般初段合格　（入門日　平成19年１月）
佐々木　佳寿子　　一般初段合格　（入門日　平成20年８月）
吉原　翔汰　　　　少年初段合格　（入門日　平成17年11月）
大野　可和世　　　少年初段合格　（入門日　平成19年２月）
杠　　　蓮　　　　少年初段合格　（入門日　平成21年４月）

　厳しい稽古に耐え、目標に向かって努力した結果、良い結果を得ることが出来たのだと思います。今年も古賀道場は
「努力」する事の大事さを指導していき、更に大きな成長を目指します。
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い
た
ビ
ル

先
生
。

　

だ
け
ど
、
今
は
も
う
道
場
に
い

な
い
ビ
ル
先
生
。

　

誰
よ
り
も
毎
年
楽
し
み
で
二
十

五
年
間
も
関
わ
っ
て
き
た
英
語
劇

祭
。
今
年
も
担
当
し
た
三
つ
の
ク

ラ
ス
の
発
表
を
目
前
に
し
て
、
三

日
前
に
他
界
し
た
ビ
ル
先
生
。
今

年
の
英
語
劇
祭
は
と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。
ビ
ル
先
生
の
気
持
ち
が

生
徒
達
の
心
に
宿
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
ビ
ル
先
生
が
指
導
し
た
生

徒
達
は
特
に
良
か
っ
た
で
す
。
優

勝
し
た
姿
を
見
せ
た
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、

ビ
ル
先
生
。

　

あ
ち
ら
の
世
界
で
古
賀
先
生
に

会
っ
て
い
ま
す
か
？
一
緒
に
酒
飲

ん
で
ま
す
か
？
ち
ょ
っ
と
早
す
ぎ

た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

　

次
に
ど
こ
か
で
ま
た
ビ
ル
先
生

に
会
え
る
時
ま
で
、
ビ
ル
先
生
の

心
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
。

当時39歳のビル先生
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　2013年がスタートします。新年を祝うおもしろ大喜利に挑戦して下さい。今年は「あいうえお」作文！！お題は…「おもち」！！

お：お年玉！　も：もっといっぱい！　ち：ちょうだいよ！！　いつの時代も子どもはこれが楽しみです。お後が宜しいようで…。

１月〜３月のお知らせ ●は地球市民の会、♥は古賀道場
★は夢の学校 の行事です

地 球 市 民 の 会

再生紙を使用し、 環境に優しい水なし印刷で製作しています。

大野　博之　お：お利口さん！　も：もう覚えたの？　ち：中国語！　これって夢？あぁ、中国交流事業が始まる！ラオス語も…ヤ

バイ！

江口　恵美　お：大忙しの内に今年も残り、あとわずか　も：もっと寝たいと思いつつ　ち：ちょっとだけ…と夜更かしの夜は続く

年の瀬なーり！　　

岩永　清邦　お：おおそうじ　も：もう限界　ち：力尽く　　

藤瀬　伸恵　お：思いやり　も：持っている人は　ち：地球市民　　　

戸田　玲子　お：お茶を　も：もっと飲みに来てよ　ち：地球市民の会へ

古賀　大之　お：おりゃーーーっ！！と　も：モチベーションを無理にあげ！！　ち：挑戦する蛇の年！！　今年は何にでも挑戦する

一年にしますよ！！今年もよろしくお願いします。

古賀恵美子　お：大忙しでも　も：もっと稽古をいっぱいして　ち：ちゃんと黒帯とるまでガンバルゾ！！

青柳　達也　お：おくさまに感謝し　も：もちつもたれつ　ち：ちいさな幸せを感じること。

   

吉村　　薫　お：大忙し　も：もうダメだと　ち：腸が悲鳴をあげました。（みなさん今年も健康で過ごしましょう）

高柳　哲也　お：お屠蘇飲み　も：もう一杯と　ち：調子づき（下戸の私は屠蘇ですら酔っ払うのです…）

山口　則子　お：おみくじを　も：もう一度ひいても　ち：中吉でした。（何度ひきなおしても大吉とは縁がない）

松原早葉子　お：おむすびを　も：もっと上手に　ち：超早く！今年の目標です。

♥古賀英語道場　英語カルタ大会

３月24日（日）

♥古賀英語道場

　グローバル・エジュケーションプロジェクト

３月28日（木）〜29日（金）

大分県別府市

♥和道流空手道佐賀県大会

２月23日（土）

佐賀市立体育館

♥子ども伝統文化発表会（能樂）
２月24日（日）

佐賀城本丸

①11：00〜　　②13：00〜

新春大喜利に挑戦

東日本大震災支援事業進行中です！「佐賀から元気を送ろうキャンペーン」

ホームページで活動をご確認下さい！　http://www.genkiokurou.jp/

●古賀武夫生誕祭「武桜会」

３月23日（土）19時より

世界平和道場

会費500円

19時から深夜まで、都合のつく時間に

お集まりください。思い出を語り合いましょう。

各自の飲み物食べ物は持ち寄りで。
●定期会員総会　30周年記念イベント

５月18日（土）佐賀市天神 アバンセ

予定を空けておいてください！

★平成24年度　内閣府地域連携事業
　「男女協働によるさが地域防災力向上プログラム」
　　知っとったがよか！知らんとソンする　防災セミナー

期日：平成25年１月20日（日）　13：30〜16：30
場所：ほほえみ館（佐賀）
参加費無料

★第３回終了式

３月29日（金）予定

フェイスブック・ページをご覧下さい！！

地球市民の会の活動の今がわかります！ミャンマーからも報

告がすぐにわかります！スタッフや理事の写真も出ています。

アドレスは

http ://www.facebook.com/ch ikyush iminnokai です。
 

（フェイスブック・ページはフェイスブックに登録していない方も外部から見るこ

とが出来るページです。是非一度ホームページを見るつもりでご覧ください！）

古 賀 英 語 道 場 ・ 空 手 道 場

夢  の  学  校


